
２　施策の現状
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番目です。
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○総合計画における位置付け等

学びあいあたたかさのある福祉文化都市をめざして

（平成15年4月1日現在人口）
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60人材育成支援等を
通じて市民活動の
促進を図る。
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（４）施策に要している人員

５　必要性…市民ニーズに合っているか、行政需要の変化に対応しているか

指標３
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４　評価指標

ソレイユさがみ登録団体数

5.16

円／人……人口は、

この施策の市民一人当たり事業費は、全１２３施策のうち、第

（３）全施策中の順位（事業費）
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万人とした。

平成１５年度　施策評価表

３　総事業費及び人員

基本目標

政策名
（章）

第８章　国際平和と人権が尊重される社会を実現します

施策コード

第３節　男女共同参画社会づくりの推進

平成１５年　５月２６日記入

江成　朱美

62

千円……構成事務事業全体の事業費合計（人件費含む）

（１）施策に要している総事業費

54,300

（２）　市民１人当りの事業費

人……構成事務事業全体の人員合計

１　施策の概要・目的

ソレイユさがみセミナールームの利用
率

学習の場であるセ
ミナールームの利
用促進を図る。

指標１

指標２

女性委員の参画を
高める。

　女性が、男性と社会の対等な構成員として、共に責任を担い、社会活動へ参画することは、少子・高齢化や社会経
済の成熟化への対応としても、重要な取り組みであると考える。

18320

市審議会等への女性委員の参画率
女性委員÷総委員数

  男女共同参画社会の実現に向け、女性が自ら力をつけ、その能力を発揮するとともに、自らの意思によって主体的
に選択できるよう支援するなど、社会のあらゆる場面への参画を促進する。

現状値と目標値指標名および指標式 指標の意図

基本施策名
（節名）

課　長　名施　策　名 女性のエンパワーメントによる社会活動への参画促進

　ソレイユさがみを中心に様々な事業を実施する中で、学習の機会や場の提供、個人や団体の育成支援、政策・方
針決定過程への参画促進に努めるとともに、女性のための相談事業を通じ自立支援を行っている。

現状

目標

現状

目標

現状

目標

評価担当課

男女共同参画課

企画部

Ⅰ



説明

説明

７　効率性…費用対効果が優れているか、もっと大きな効果が得られるものはないか

説明及び具体的内容
　ソレイユさがみを市民の活動拠点として一層充実するため、運営を市民
活動団体に委託するとともに、相談事業や人権侵害に対する取り組みを
充実する。

９　課　　題…施策を実現するにあたり、課題となっていること等

今後の方向
１０　今後の方向性（一次評価）

　ウィメンズカレッジなど人材育成の事業については、これまで女性問題に気づき、広く学ぶことが中心であったが、
次の段階としての専門性のある講座や、自ら学ぶことへの支援事業を充実し、より効果的にエンパワーメントを支援す
る必要があると考える。

６　有効性…期待される効果があがっているか

　掲げた指標については徐々に数値が上がっているが、広く社会全体を見た中では、意識啓発や各種制度等の見
直しを合わせて進めなければ、より効果をあげていくことは難しいと考える。

　女性の自立を支援するために、相談事業が重要な施策の一つであるが、ドメスティック・バイオレンスやセクシュア
ル・ハラスメントなどの人権侵害に対する取り組みを検討する必要がある。

B

C

見直し

女性の人材育成、女性団体等の指導・育成、自主的活動の支援等を行い、女性のエンパ
ワーメントによる職域拡大や管理職等への登用、意思決定過程への積極的な参画を推進
すべきである｡

社会のあらゆる場面における女性の参画を一層促進すること。専門性の高い学習機会の提
供や相談体制の強化など、市民活動の拠点としてのソレイユさがみの機能の充実を図るこ
と。

８　市民満足度調査結果からの分析（平成１５年度調査）

拡充する

現状維持する

１２　外部意見

１１　２次評価

A

◆この施策の満足度は、3.116で、調査した51施策の中で
34番目です。
◆この施策の重要度は、3.636で、調査した51施策の中で
42番目です。
◆この施策の改善要望度は、0.368で、調査した51施策の
中で36番目です。

◇年齢別にみると、満足度は60歳以上で高く、他の年代
はほぼ同じ水準になっています。重要度は20歳代及び60
歳代で高く、30歳代及び70歳以上で低くなっています。

市民満足度調査 （◆は施策の平均）
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市民満足度調査は、基本施策５１項目（節）について調査して
います。したがって、上位の基本施策が同じ場合は同じ内容
となっています。　（「○総合計画における位置付け等」参照）

3.91

3.17



総
合
評
価

達
成
度

必
要
性

効
率
性

代
替
性

満
足
度

有
効
性

公
平
性

今後の
進め方

15 2,230 0.11 A Ｂ A B A B 継続 1

15 52,070 5.05 A B A B B A 継続 2

合計 2 54,300 5.16
千円 人

男女共同参画課

平成15年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、公平性

構成事務事業一覧

平成14年度評価：達成度、必要性、効率性、有効性、代替性、満足度

男女共同参画推進センター運
営経費

男女共同参画政策経費 男女共同参画課

事務事業

事務事業名

施策名 女性のエンパワーメントによる社会活動への参画促進

決算額
(千円）

人員
（人）

施策コード 18320
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